
平成２４年度 総務委員会事業報告 

 

１．概要 

総務委員会は、主にばね工業会運営上の特命事項の解決にあたっている。本年度は４回開催

された。 

平成２０年１２月１日施行の新公益法人制度に対応するため総務委員会内に設けたワーキ

ンググループで検討を重ね、所定の手続きを経て平成２４年４月１日付で一般社団法人への移

行登記が完了した。５月２３日に開催した第１回社員総会で承認された前年度決算に基づき公

益目的財産額の届け出を行い、公益目的支出計画が確定し、実施期間は本年度以降３年間とな

った。 

ばねの歴史ワーキンググループでは、「ばねの歴史」を平成２４年７月に発行し、会員はじ

め内外の関係機関へ寄贈した。 

この他に国際交流事業では計画したインドへの視察団を派遣するなどを実施した。広報並び

に統計事業においては事業計画どおり実施した。 

 

２．委員会の開催 

 日時・場所 主な議事 

第

１

回 

4月 25日(水) 

日本工業倶楽

部会館（東京） 

報告事項 

１．一般社団法人移行登記手続きの進捗状況について 

２．第 1回社員総会スケジュール確認について 

３．監事監査報告および経済産業省立入り検査について 

４．ＥＳＦ主催国際会議報告 

審議事項 

１．第 1回社員総会議案への委員会報告内容について 

２．規程等の改訂、制定について 

優良ばね製造技能者表彰規程の改訂・支部運営規程の制定 

３．ばねの歴史発行部数および配布先について 

４．ＢＣＰアンケート結果報告 

第

２

回 

7月 11日(水) 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾍﾟｰｽﾓﾘ

ｼﾀ（大阪） 

報告事項 

１．委員の交代について 

２．登記および所管官庁届出について 

３．ばねの歴史発行部数および配布先について 

審議事項 

１．インド国際ワイヤ産業展視察団募集について 

２．ＢＣＰアンケート結果報告と理事会講演会開催について 

３．ばね企業海外事業概況調査の実施について 

４．規程等の改訂、制定について 

優良ばね製造技能者表彰規程の改訂・支部運営規程の制定 

  経理規程改訂準備について・委員会規程及び委員会運営規程の改訂 

５．支部年次大会開催時期の変更について 

第

３

回 

12月 13日

(木)  

名古屋ホテル

ルブラ王山

（名古屋） 

 

報告事項 

１．ばね企業海外事業概況調査結果報告について 

２．インド国際ワイヤ産業展視察団報告について 

審議事項（予め書面審議を実施） 

１．規程等の改訂、制定について 

社員総会運営規程および理事会運営規程の制定について 



その他９件の規程・方針・規則の制定および改訂について 

支部運営規程の制定について 

２．ばねの歴史増し刷りの要否について 

３．機関誌ばね平成２５年掲載記事について 

４．がん保険団体契約維持策について 

第

４

回 

平成 25年 

2月 20日（水） 

日本工業倶楽

部会館（東京） 

審議事項 

１．平成２５年度会費収入見込みおよび支部交付金(案)について 

２．総務委員会の平成２４年度事業報告書(案)について 

２．総務委員会の平成２５年度事業計画(案)について 

国際交流事業・会員の海外事業概況調査実施・ばねの歴史増し刷り発

行の要否・会員統計 

４．規程の制定及び改訂について 

社員総会運営規程及び理事会運営規程の制定・委員会規程及び委員会

運営規程の改訂・支部運営規程の制定・その他７件の規程・方針・規則

の制定および改訂 

報告事項 

１．セーフティネット保証業種指定対応について 

２．平成２４年度決算スケジュールと監事監査日程について 

 

３．活動の詳細 

3.1 国際交流事業について 

3.1.1 インド国際ワイヤ産業展への視察団派遣について 

参加者 会員 １１社１３名 事務局２名  

期間  平成２４年１０月２８日(日)から１１月１日(金) ５日間 

展示会（ムンバイ）及びジェトロデリー事務所、インドニッパツを視察。 

世界遺産タージマハール及びアグラ城見学。 

 

3.1.2 ＥＳＦ主催国際会議について 

  開催日・場所 平成２４年３月２８日（水）独・デュッセルドルフ 

  参加者    井上専務理事、相羽理事(標準化会議議長)、田邉理事(同副議長) 

ＥＳＦの要請により日本のばね産業の状況について講演。 

基調講演：ドイツ機械工業会 

欧州(ＥＳＦ)、米国（ＳＭＩ）、韓国（大圓鋼業）がばね産業の状況について講演。 

相羽国際幹事が ISO/TC227ばねの状況を報告。 

   

3.2 ばねの歴史編纂ワーキンググループについて（敬称略） 

リーダー 蒲 久男 技術委員長 ㈱蒲スプリング製作所社長 

メンバー 久納孝彦  慶應義塾大学教授 日本ばね学会 

桑原敏夫  前専務理事 

斉藤浩明  東部支部 日本発条㈱課長 

熊沢雅雄  中部支部 中庸スプリング㈱顧問 

野田 総  西部支部 平和発條㈱部長 

井上専務理事 

事務局    総務部長・三支部事務局長 

協力       ㈱ＤＮＰ年史センター 本田泰久、ライター 酒井新 

活動実績 



平成２０年９月から約３年半の活動を経て、「ばねの歴史」を平成２４年５月に非売品と

して２１００部発行した。 ７月には正会員および賛助会員はじめ内外の関係機関へ無償配

布した。配布後の在庫は７０冊程度。 希望者には有償で頒布している。 

増し刷りの要望も有り、次年度事業計画への反映を検討している。 

 

3.3 改正公益法人制度対応ワーキンググループについて（敬称略） 

リーダー 伊藤雅之 総務委員長      月島発条㈱社長 

メンバー 八代隆二 総務委員（東部支部） 日本発条㈱常務執行役員 

早川徳男 総務委員（中部支部） ㈱東郷製作所総務部長 

高尾 修 総務委員（西部支部） ㈱三協スプリング製作所社長 

井上専務理事 

事務局  総務部長・三支部事務局長 

活動実績 

平成２１年９月に設置し約２年の活動を経て、平成２３年９月の理事会で承認を得た「一

般社団法人移行認可申請書」を内閣府公益認定等委員会へ提出し、平成２４年３月２３日

付けで内閣総理大臣から認可書を受領した。 

これを受けて、平成２４年４月１日に東京法務局において移行登記を行い、 同日付で

「一般社団法人日本ばね工業会」へ移行した。 

 ５月２３日に開催した第１回社員総会において、旧法人の最終年度決算および役員改選

が承認されたことを受け、直ちに登記を行い、６月２２日付けで「公益目的財産額確定申

請書」を提出し６月２８日付けで同財産額の確定と公益目的支出計画の実施期間を３年間

とする通知を内閣総理大臣から受領した。 

 移行完了に伴い、各種規程類の整備を事務局が中心となって進めている。 

 

3.4 広報事業について 

機関誌ばねを隔月で６回発行するとともに、ホームページにも記事を掲載した。 

工業会プロフィール（日文・英文併記）を発行した。 

政府広報等の会員へのＰＲは機関誌ばね及びホームページを通じて都度実施した。 

ホームページ上に各支部からのお知らせ等を掲載し、情報公開に努めた。 

 

3.5 統計事業について 

3.5.1 ばね企業海外事業概況調査について 

第５回ばね企業海外事業概況調査を平成２４年７月に実施し、正会員２１６社（営業所等

重複を除く）のうち７８社から回答が有った。そのうち４０社が海外で事業を展開し事業拠

点数は１０３ヶ所であった。 

調査結果は総務委員会、理事会に報告するとともに機関誌並びにホームページに掲載した。

今後は、調査委調査を４、５年に１回実施するとともに概要調査を毎年１回継続して実施す

ることした。 

 

3.5.2 ばねの生産等の統計について 

会員生産月報統計および、ばねに係る経済産業省金属製品統計並びに財務省貿易統計を収

集し、機関誌並びにホームページへ掲載している。 

この統計に基づき、関係省庁へばね産業の業況についての情報提供を行い中小企業政策の

参考資料の一助となり、具体的には中小企業信用保険法のセーフティネット保証５号の業種

指定を受けている。 


